
佐伯高等学校 令和２年度人権教育全体計画 

校番１７ 佐伯高等学校 全日制課程 本校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の実態 

・地域探究学習，地域活動等，地域と連携した特色ある教

育活動を展開している。 

・本校の活性化に向けて，市，地域，同窓会等から積極的

に支援されている。 

・地域と密に連携し，企画・運営できる行事，ボランティ

ア活動等の学びの場がある。 

・地域の伝統文化を継承し発展させていこうとする人々か

ら地域の伝統文化を伝承できる。 

・地域の子どもの数が減少し続けている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育指導目標 

・人権や人権擁護に関する基本的な知識を理解する。 

・人権がもつ価値や重要性を共感的に受けとめる感受性や感覚を身に付け 

た生徒を育成する。 

 
佐伯高等学校 推進体制 

校長の方針のもと，教務部を中心として，すべての教育活動で人権教育を推進する。 

 

各学年の目標 

第１学年 第２学年 第３学年 

・自分や他者の考えや行動の良さがわかり，それを生かして自他を尊

重しようとする。 

・学ぶことの意義を理解し，自ら進んで学習に取り組むことができる。 

・多様な他者の考えを理解しながら，自分の思いや意見を適切に伝え

ることができる。 

・職業的な能力・適性について理解を深め，進路情報を活用できる。 

・よりよい社会の実現を目指し，他者と協力・協働して社会に参加・

参画しようとする。 

・夢や志を持ち，自分にふさわしい進路を選択決定できる。 

 

広島県における人権教育の推進方策 

○広島県人権教育･啓発指針 

・人権教育は.県民一人ひとりに人権尊重の精

神が育まれることを目的として行われる教

育活動をいう｡ 

○広島県人権教育推進プラン 

・人権尊重の理念(自分を大切に他人を大切 

にして共に生きていくこと)を正しく理解，

体得させる｡ 

・教育の中立性を確保する｡ 

・普遍的視点からの取組を重視する。 

 

法的体系・参考資料 

・日本国憲法  ・教育基本法 

・学校教育法  ・学習指導要領 

・人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 

 

生徒実態 

・何事にも素直な気持ちで取り組む生徒が多い。 

・時間や規則など，ルールを守らなければいけないと思っ

ている生徒が多い。 

・コミュニケーション力や自律性が十分に育っていない生

徒がいる。 

・指示待ちの生徒が多く，率先してリーダーシップをとる

ことができる生徒が少ない。 

・基礎学力の個人差が大きく，中学校までの基礎・基本が

定着していない生徒がいる。 

・自己肯定感の低い生徒がいる。 

・行動範囲や情報源が限定的で，社会性やコミュニケーシ

ョン能力が十分に育っていない生徒がいる。 

 

校訓 

誠実・責任・錬磨 

 

教職員研修 

○生徒理解に関すること 

生徒の現状と課題の共通理解（人権意識調査の分析等）。 

配慮を要する生徒の理解のための情報の共有。 

○指導の改善・充実に関すること 

人権が尊重される学習活動づくりの実践交流，授業実践に基

づく研究協議。 

○教職員の人権尊重の理念に対する理解・体得に関すること 

人権に関する法令及び人権課題にかかわる当事者等の理解。 

○家庭・地域との相互理解に関すること 

連携方策・留意点の共通理解。 

 

各教科等における人権教育の指導方針 

ひとり残らず生徒を見とり，ペアーワークやグループワークなどを取り入れ，他者とかかわり合い，学び合い，支え合う学習環

境のもと，人権教育の三側面を取り入れた主体的な学びを促す授業を実践する。 

 

国 語 お互いの立場を尊重して，伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにする｡ 

地 歴 
日本及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色について理解を深め，国際社会に主体的に生き，平和で民主的な国

家・社会を形成する国民的資質を養う｡ 

公 民 
現代社会について主体的に考察させ理解を深めることにより人間としての在り方生き方についての自覚を育て，平和で民主的な

国家・社会を形成する公民的資質を養う。 

数 学 
事象を数学的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，それらを積極的に活用して，教学的論拠に基づいて

判断する態度を育てる｡ 

理 科 目的意識をもって観察，実験などを行い，科学的に探求する能力と態度を育てる。 

 
運動の実践を通して公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高めるとともに，個人及び社会生活における健康や安全につい

ての理解を深める｡ 

芸 術 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め,豊かな情操を養う｡ 

外 国 語 
外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度やコミュニケーション能力

を養う｡ 

家 庭 
家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわりについて理解させるとともに，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を

創造する能力と実践的な態度を育てる｡ 

情 報 
情報及び情報技術を活用するための知識と技能を習得させるとともに，科学的な見方や考え方及び役割や影響を理解させ，情報

モラルの育成と社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる｡ 
 

 

総 合 的 
な 探 究 
の 時 間 
総 合 的 
な 学 習 
の 時 間 

○探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決して

いくための資質・能力を育成する。（福祉施設との連携，学校間交流，職場体験，進路研究等） 

○横断的・総合的な学習や探究を通して，自ら課題を見付け，自ら学び自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成す

るとともに，学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協働的に取り組む態度を育て，自己の在り方生き方

を考えることができるようにする｡（福祉施設との連携，学校間交流，職場体験，進路研究等） 

特別活動 

○ホームルーム活動 

望ましい人間関係を形成し，集団の一員としてホームルームや学校におけるよりよい生活づくりに参画し，諸問題を解決してい

こうとする自主的，実践的な態度や健全な生活態度を育てる｡（進路指導や生徒指導等の各種ＬＨＲ等） 

○生徒会活動 

望ましい人間関係を形成し，集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し，協力して諸問題を解決していこうとす

る自主的，実践的な態度を育てる。（挨拶運動 ボランティア活動，体育祭，文化祭，クラスマッチ等） 

○学校行事 

望ましい人間関係を形成し，集団へ所属感や連帯感を深め，公共の精神を養い，協力してよりよい学校生活や社会生活を築こう

とする自主的，実践的な態度を育てる。（文化祭，体育祭，修学旅行，マラソン大会） 
 

  

生徒指導 

生徒指導の３機能(自己決定の場を与える，自己存在感

を与える，共感的人間関係を育成する)をすべての教育

活動に生かし，生徒の自己指導能力を育成する｡ 

 道徳教育 

・自他の生命を尊重する精神を養う。 

・自律及び社会連帯の精神を養う｡ 

・義務を果たし責任を重んじる態度を養う｡ 

・人権を尊重し差別のない，よりよい社会を実現しよ

うとする態度を養う｡ 

 キャリア教育 

・自己と他者の互いを認め合うことを大切にして行動 

することができる能力を養う｡ 

・適切なコミュニケーションを図り豊かな人間関係を 

築きながら，自己の成長を果たしていくことができる

能力を養う｡ 

 
部活動 

責任感，連帯感を養い，互いに協力し合って友情を深め

るといった好ましい人間関係を育成する｡ 

 家庭，地域等との連携 

・学校における人権教育への理解と協力と啓発｡ 

・ＰＴＡ活動等との連携。 

 

学校のミッション 

地域に根ざした伝統校としての誇りと使命感を持ち，地域社会に貢献する人間性豊かな 

人材を育成する。 

 

学校のビジョン 

 

（１）主体的な深い学びを通して，夢や目標の実現に向けて真摯に取り組む生徒を 

育てる学校 

（２）社会人としての基礎を培い，基礎的人間力を身に付けた生徒を育てる学校 

（３）地域から信頼される開かれた学校 


